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＝第32回ばんどうホコテン＝ 〈坂東地区会〉
　坂東市商工会・商工会建設部会主催で９月28日(土)に開催。
数あるイベントの中から、「模擬上棟式」にスポットを充てました。沢山の来場者は、買物・
飲食等楽しい一時を過ごしました。また、その他イベント等も大変盛況でした。
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理
事
・
監
事
・
顧
問
（
地
区
会
）

　

理　

事
蓮
見　

公
男　

（
古　

河
）

川
島　
　

栄　

（　

〃　

）

野
村　

利
夫　

（　

〃　

）

野
澤　

豊
輔　

（　

〃　

）

大
和
田
五
郎　

（　

〃　

）

菅
沼　

康
次　

（
坂　

東
）

中
山　
　

茂　

（　

〃　

）

奥
村　

秋
夫　

（　

〃　

）

野
村　

義
照　

（　

〃　

）

張
替　

昌
伯　

（　

〃　

）

間
瀬
賢
次
郎　

（　

境　

）

安
井　

正
博　

（　

〃　

）

稲
垣　

英
世　

（　

〃　

）

荒
井　

靖
雄　

（
総　

和
）

小
倉　

邦
義　

（　

〃　

）

塚
田　
　

孝　

（
三　

和
）

初
見　

周
一　

（　

〃　

）

荒
川　

克
正　

（
五　

霞
）

長
島　

茂
雄　

（　

〃　

）

　

監　

事
小
林　

敏
明　

（
古　

河
）

中
村　

幸
生　

（
坂　

東
）

内
海　

正
富　

（　

境　

）

　

顧　

問
岩
﨑　
　

清　

（
古　

河
）

萩
原　

康
男　

（　

境　

）

部 

会
青
年
部
会
長　

鈴
木
敏
雄（
古　

河
）

女
性
部
会
長　

斎
藤
桂
子（
古　

河
）

森田副会長
（三和地区会長）

塚原副会長
（境地区会長）

矢澤副会長
（総和地区会長）

渡邉副会長
（境地区会長）

須釜副会長
（五霞地区会長）

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
成

二
十
六
年
の
新
年
を
ご
健
勝
に
て

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
二
十
年
の
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
六
年
余
り

が
経
過
し
、
景
気
は
回
復
基
調
と

な
り
、
デ
フ
レ
脱
却
が
視
界
に
入

り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
米
国
の
金
融
緩

和
長
期
化
・
中
国
経
済
の
減
速
・

尖
閣
問
題
等
が
内
包
し
て
い
ま
す

が
、
円
安
・
株
高
と
な
り
世
界
経

済
は
持
ち
直
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
国
内
経
済
も
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
は
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
個
人
消
費
・
雇
用
の
改
善
・

政
府
の
賃
上
げ
要
請
に
よ
り
、
明

る
い
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
政
治
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
で
は
、
昨
年
オ
バ
マ
大
統
領

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
年
度

予
算
が
暫
定
予
算
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、
複
雑
化
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
中
国
で
は
、
テ
ロ
・

抗
議
活
動
等
の
国
内
問
題
が
た
て

続
け
に
発
生
し
、
波
乱
要
因
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
国
内

に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
一
昨
年

十
二
月
に
安
倍
新
内
閣
が
発
足

し
、
経
済
も
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
消
費
増
税
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
・
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
・
原
発
問
題
等
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
会
員
の
皆
様
の
ご
商
売

に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
す
が
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
是
非
、
気
持
ち
を

奮
い
た
た
せ
創
意
・
工
夫
を
実
践

し
て
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、

四
月
か
ら
公
益
社
団
法
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
よ
り
公
共
性

の
高
い
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
務
協
力
団

体
の
全
国
組
織
の
一
員
と
し
て
、

地
元
古
河
税
務
署
と
協
調
し
て

「
社
会
に
貢
献
す
る
団
体
」
を
目

指
し
積
極
的
に
活
動
す
る
方
針
で

す
。

　

新
年
度
は
、
会
員
増
強
を
最
優

先
に
、
高
齢
化
進
展
の
一
助
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
「
車
椅

子
」
の
寄
贈
継
続
・
子
供
と
高
齢

者
向
け
に
、
交
通
安
全
協
会
、
防

犯
協
会
へ
の
寄
贈
・
献
血
活
動
支

援
・
女
性
、
青
年
部
に
よ
る
小
学

生
向
け
租
税
教
室
へ
講
師
補
助
者

と
し
て
参
加
・
青
年
部
に
よ
る
古

河
駅
周
辺
清
掃
活
動
の
定
着
化
と

古
河
市
主
催
の
八
月
十
日
「
道
の

日
」
清
掃
参
加
・
地
域
イ
ベ
ン
ト

へ
の
積
極
参
加
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
一
般
公
開
研
修
の
充
実
・

読
み
や
す
い
「
法
人
た
よ
り
」
へ

の
改
善
等
を
実
施
予
定
で
す
。
ま

た
、
税
務
当
局
で
進
め
て
お
り
ま

す
「
電
子
申
告
納
税
制
度
」（
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

関
連
団
体
と
し
て
な
お
一
層
の
普

及
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

今
後
と
も
会
員
各
位
が
、
研

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人
古
河
法
人
会

会
長　

弓
削　

重
次 

鑽
・
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

当
会
が
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
各

位
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◎ （公社）古河法人会地区会別会員加入状況  （平成25年６月末現在）　　

地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%

古　　河 1,018 503 49.4 三　　和 681 279 41.0

坂　　東 1,212 538 44.4 五　　霞 185 124 67.0

境 562 328 58.4

総　　和 872 312 35.8 合　　計 4,530 2,084 46.0%

　

公
益
社
団
法
人
古
河
法
人
会
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
税
務
行
政
全
般
に

わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
本
紙
面
を
お
借
り
い
た

し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
方
は
、
正
し
い
税
知
識
の

普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
研
修
会
、
講
演
会
、
社
会

貢
献
活
動
な
ど
、
様
々
な
事
業
を

積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
会
員
企
業

の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
の
発
展

の
た
め
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
小
学
生
に
対
す
る
租
税
教

室
の
講
師
補
助
者
と
し
て
、
次
代

を
担
う
世
代
に
対
し
て
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
お
り
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
、
公
益
を
目
的
と
し
た
事

業
を
今
後
も
推
進
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

法
人
会
の
皆
様
と
足
並
み
を
そ
ろ

え
、
研
修
会
の
講
師
派
遣
な
ど
、

更
に
協
力
関
係
を
築
き
、
連
携
・

協
調
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
、
主
要
先
進

国
の
中
で
も
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
社
会
保
障
の
安
定
的
財
源
の

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、「
社
会
保
障
の
安

定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の

抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消

費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
」
に
よ
り
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
税
率
が
二
段
階
で
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
平
成
二
六
年
四
月
に
は
八
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
確
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

事
業
者
の
皆
様
が
改
正
内
容
や
消

費
税
の
仕
組
み
等
を
十
分
に
理
解

し
て
、
自
ら
適
正
な
申
告
が
で
き

る
よ
う
、
広
報
・
相
談
・
指
導
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
消
費
税
の
円
滑

か
つ
適
正
な
転
嫁
等
へ
の
取
組
も

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

税
務
署
に
お
き
ま
し
て
は
、「
消

費
税
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
る

ほ
か
、
政
府
全
体
の
取
組
と
し
て

「
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転

嫁
の
確
保
の
た
め
の
消
費
税
の
転

嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の
是
正
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
施
行
し

て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
政
府
共
通
の
相

談
窓
口
と
し
て
「
消
費
税
価
格
転

嫁
等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
①
転
嫁
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
、
②
広
告
・
宣
伝
に
対
す
る

問
い
合
わ
せ
、
③
消
費
税
総
額
表

示
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
④
便

乗
値
上
げ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
相
談
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

既
に
一
月
以
降
、
所
得
税
に
係

る
還
付
申
告
の
相
談
も
始
ま
り
ま

し
た
。

　

法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
既
に
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
所
得
税
等
に

係
る
確
定
申
告
に
つ
き
ま
し
て
も

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
だ
け
で
な
く
、
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
と
い
っ
た
納
税
に

関
す
る
手
続
き
も
推
進
し
て
お
り
、

届
出
、
申
請
、
申
告
、
納
税
と

い
っ
た
全
て
の
税
務
に
関
す
る
手

続
き
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

古
河
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
拡
大
推

進
を
事
業
計
画
に
掲
げ
て
い
た
だ

く
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
な
お

一
層
の
ご
活
用
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益

社
団
法
人
古
河
法
人
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご

繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

古
河
税
務
署
長田　

代　
　

茂
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須藤前理事

平成25年度合同納税表彰式で受賞された方々

須釜副会長

古河税務署管内合同納税表彰式古河税務署管内合同納税表彰式
　平成25年度の合同納税表彰式が11月12日（火）

に古河市生涯学習センター総和（とねミドリ館）で挙行されました。

合
同
納
税
表
彰
式
の
席
上
表
彰
さ

れ
た
当
会
関
係
の
受
賞
者
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
地
区
会
）

■（
公
社
）古
河
法
人
会
長
表
彰

○
岡
田　
　

和
彦　

（
古
河
）

　

㈱
大
川
食
品

○
稲
毛
田　
　

茂　

（
坂
東
）

　

稲
毛
田
刃
物
工
業
㈱

○
箱
島　
　

綱
男　

（
境
）　

　

㈲
は
こ
じ
ま

○
山
中　
　

紀
子　

（
総
和
）　

　

山
中
建
設
工
業
㈱

○
倉
本　
　

和
代　

（
三
和
）　

　

㈲
倉
本
工
業

○
松
本　
　

幸
子　

（
五
霞
）

　

㈲
東
新
鉄
筋
工
業

○
今
後
行
事
予
定

☆
国
税
局
幹
部
と
の
協
議
会

　

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日

☆
第
五
回
理
事
会

　

平
成
二
十
六
年
三
月
十
九
日

☆
二
十
六
年
度
第
一
回
理
事
会

　

平
成
二
十
六
年
五
月
上
旬

☆
第
二
十
九
回
通
常
総
会

　

平
成
二
十
六
年
五
月
十
五
日

　

場
所　

カ
ナ
ル
ハ
ウ
ス

　
講
演
会
講
師（
元
ハ
ト
バ
ス
社
長
）

宮
端　

清
次　

氏

古
河
税
務
署
署
長

表
彰
受
賞
に
つ
い
て

　

当
会
副
会
長
の
須
釜
利
行
氏
と

前
理
事
の
須
藤
盛
夫
氏
が
、
当
会

活
動
を
通
じ
て
納
税
道
義
の
高
揚

に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
受
賞

し
ま
し
た
。

　

当
会
と
し
て
は
、
須
釜
副
会
長

と
須
藤
前
理
事
を
範
と
し
て
、
今

後
も
自
信
を
持
っ
て
活
動
の
活
性

化
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
両
氏
の
常
日
頃
の
地

道
な
活
動
に
対
し
、
紙
面
を
通

し
、
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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税
制
委
員
会

☆
「
平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正

提
言
活
動
」
を
実
施

　

十
月
三
日（
木
）、
第
三
十
回
法

人
会
全
国
大
会
・
青
森
大
会
に
て

報
告
さ
れ
た
「
平
成
二
十
六
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」を
、地

元
選
出
代
議
士
、
及
び
地
元
市

長
・
町
長
・
議
会
議
長
各
位
に
、

公
務
ご
多
忙
の
中
、
時
間
を
割
い

て
頂
き
面
会
の
上
、
提
言
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

尚
、
提
言
活
動
は
全
国
で
九
十

万
社
を
超
え
る
法
人
会
員
組
織
と

し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

提
言
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一
．
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革 

　
　

と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
一
）
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方

（
二
）
行
政
改
革
の
徹
底

（
三
）
財
政
健
全
化
に
向
け
て

（
四
）
消
費
税
引
上
げ
に
伴
う
対

応
措
置

二
．
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

（
一
）
法
人
実
効
税
率
二
十
％
台

の
早
期
実
現

（
二
）
軽
減
税
率
十
五
％
の
本
則

化
と
適
用
所
得
金
額
を

一
千
六
百
万
円
程
度
に
引

上
げ

三
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

（
一
）
「
相
続
税
お
よ
び
贈
与
税

の
納
税
猶
予
制
度
」
要
件

緩
和
と
充
実

（
二
）
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制

の
創
設

四
．
地
方
税
関
係

（
一
）
固
定
資
産
税
の
抜
本
的
見

直
し

委
員
会

委
員
会
活
動
活
動

□
境
町
長
・
議
長
へ
提
出

(

十
月
三
十
日
野
村
町
長
、
塚
原

　

副
会
長)

□
永
岡
桂
子
代
議
士
へ
提
出

（
十
一
月
四
日
早
朝
、
弓
削
会
長
）

□
古
河
市
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
月
二
十
九
日
菅
谷
市
長
、
矢

澤
副
会
長
）

□
中
村
喜
四
郎
代
議
士
へ
提
出

（
十
一
月
三
日
早
朝
、塚
原
副
会
長)

□
坂
東
市
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
一
月
五
日
吉
原
市
長
、
渡
邉

副
会
長
）

□
五
霞
町
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
一
月
十
一
日
染
谷
町
長
、
須

　

釜
副
会
長)

☆
ま
た
、
二
十
年
度
よ
り
周
知
徹

底
を
図
る
見
地
か
ら
、
全
市
町

に
積
極
的
な
活
動
展
開
し
て
い

ま
す
。

古
河
地
区
交
通
安
全
協
会
よ
り

感
謝
状
贈
呈

　

十
一
月
十
六
日（
土
）第
七
回
古

河
市
交
通
安
全
大
会（「
と
ね
ミ
ド

リ
館
」）に
参
加
。
弓
削
会
長
が
出

席
し
、
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し

た
。

研
修
委
員
会

　

七
月
二
十
四
日（
水
）に
第
一
回

委
員
会
開
催
。
四
月
一
日
か
ら
公

益
社
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

受
け
充
実
を
図
る
。

　

二
十
五
年
度
計
画
内
容
は
①
地

区
会
主
体
の
税
務
研
修
の
強
化
。

②
経
営
研
修
会
の
充
実
③
一
般

公
開
研
修
会
開
催
。（
税
務
署
主
催

含
）

広
報
委
員
会

 

十
月
二
十
一
日（
月
）第
二
回
委

員
会
開
催
。「
た
よ
り
五
十
五
号
」

発
行
内
容
に
つ
い
て
協
議
。
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広島大会会場にて古河駅頭清掃参加者集合

同作業風景「道の日」清掃参加者集合

参加者集合

第３回理事会

女
性
部
会

☆
役
員
視
察
研
修

　

十
月
十
七
日（
木
）「
原
田
農

園
」
で
の
り
ん
ご
狩
り
と
「
ガ

ト
ー
フ
ェ
ス
タ
・
ハ
ラ
ダ
」
見
学

に
二
十
名
が
参
加
。

　

種
類
が
豊
富
で
「
シ
ャ
リ
ッ
」

と
お
い
し
い
り
ん
ご
狩
り
で
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
川
場
温
泉
「
か
や
ぶ

き
の
源
泉
湯
宿
」
の
「
悠
湯
里

庵
」
で
田
舎
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

　

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
・
ハ
ラ
ダ
で

は
、「
ラ
ス
ク
」の
最
新
鋭
製
造
工

程
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学

し
、
見
学
後
、
参
加
者
は
「
ラ
ス

ク
」
の
お
土
産
を
沢
山
買
い
求
め

ま
し
た
。

○
今
後
の
行
事
予
定

☆
「
古
河
税
務
署
長
講
演
会
」

　

講
師　

田
代　

茂
氏

　

日
時　

一
月
二
十
三
日
（
木
）

　

時
間　

午
前
十
時
か
ら
一
時
間

　

場
所　
古
河
商
工
会
議
所
会
議
室

☆
正
副
部
会
長
会
議

署
長
講
演
会
後　

午
前
十
一
時

か
ら
開
催

☆
第
二
十
八
回
総
会

　

四
月
中
旬　

ホ
テ
ル
山
水

租
税
教
室

☆
青
年
・
女
性
部
共
催
で
参
加

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
古
河
税
務
署
管
内
租
税
推
進

協
議
会
主
催
の
同
教
室
へ
平
成

二
十
四
年
か
ら
講
師
補
助
者
と
し

て
参
加
。

　

今
年
度
は
、
九
月
二
十
日
に
ス

タ
ー
ト
し
、
一
月
十
六
日
ま
で
、

延
べ
十
一
校
へ
参
加
。

　

全
地
区
会
の
青
年
・
女
性
部
役

員
十
一
名
が
参
加
。

　

小
学
六
年
生
を
対
象
に
「
わ
た

く
し
た
ち
の
く
ら
し
と
税
」
に
つ

い
て
勉
強
。

　

当
会
で
は
、
管
内
小
学
生
約

二
千
三
百
人
に
対
し
、
全
法
連

グ
ッ
ズ
の
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」

と
「
鉛
筆
二
本
」
提
供
。

○
第
三
回
理
事
会

　

九
月
十
日
（
火
）
に
開
催
。

二
十
五
年
度
活
動
経
過
報
告
主

体
。

○
第
四
回
理
事
会

　

十
二
月
四
日
（
水
）
に
開
催

二
十
五
年
度
活
動
経
過
報
告
と
健

康
診
断
斡
旋
・
社
会
貢
献
活
動
に

つ
い
て
の
報
告
。

青
年
部
会

☆
第
二
十
七
回
『
全
国
青
年
の
集

い
（
広
島
大
会
）』参
加

　

十
一
月
七
日
（
木
）
〜
八
日

（
金
）
、
広
島
市
で
開
催
。

　

当
会
は
三
十
一
名
参
加
。

☆
テ
ー
マ

「
百
万
一
心
！
十
年
先
の
青
年
部

会
の
理
想
の
姿
に
向
け
て
」
を
討

議
。 諸

会
議
の
開
催

諸
会
議
の
開
催

部

会

活

動

部

会

活

動

☆
古
河
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
実
施

　

十
一
月
十
五
日
（
金
）
七
時

三
〇
分
よ
り
、
第
五
回
古
河
駅
頭

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
。

　

大
同
生
命
か
ら
四
名
の
応
援
を

得
て
、
二
十
八
名
参
加
し
実
施
。

　

二
十
三
年
よ
り
古
河
市
の
要
請

も
あ
り
、
毎
年
八
月
十
日
に
「
全

国
統
一
の
清
掃
活
動
」
に
参
加
。

今
後
も
継
続
予
定
。

○
今
後
の
行
事
予
定

☆
正
副
部
会
長
会
議

　

二
月
中
旬

☆
第
二
十
八
回
総
会
と
正
副
部
会

　

長
会
議

　

四
月
中
旬
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25年度税務署関係研修会の予25年度税務署関係研修会の予定と実績定と実績
◯今後の予定◯今後の予定
【１～３月決算】決算期別説明会
内　容　　上記法人を対象の説明会
講　師　　古河税務署　担当官
日　時　　１月16日（木）14：00～16：00
場　所　　古河商工会議所３階会議室

◯◯既既住実績住実績
①４～６月決算期別説明会
日　時　　４月17日（水） 時間　13：30～15：30
場　所　　古河商工会議所３階会議室　参加者21名
②７～９月決算期別説明会
日　時　　８月21日（水） 時間　14：00～16：00
場　所　　①に同じ　参加者28名
③10～12月決算別説明会
日　時　　11月７日（木） 時間　14：00～16：00
場　所　　①に同じ　参加者17名
④新設法人説明会（７～12月設立）
日　時　　６月19日（水） 時間　14：00～16：00
場　所　　古河商工会議所３階会議室　参加者７名
⑤新設法人説明会（１～６月設立）
日　時　　10月23日（水） 時間　14：00～16：00
場　所　　④に同じ　参加者４名
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関東信越税理士会古河支部会員名簿

法人会員の皆様明けましておめでとうございます。

（地区別・五十音順）
税理士名 事務所所在地 電話番号

【古河地区】
赤岩　　茂 古河市西牛谷1020-1 0280-32-9511
阿久津邦男 古河市女沼334-3 0280-92-6558
浅井　英樹 古河市高野365-9 0280-92-7446
池谷　達郎 古河市西牛谷1020-1 0280-32-9511
猪瀬　　勝 古河市緑町47-37 0280-32-9869
牛田　孝文 古河市山田683-1 0280-76-1792
内田　博史 古河市下大野2965-126 0280-98-3588
宇都木　清 古河市高野670 0280-92-6990
遠藤　圭子 古河市東本町4-4-17 0280-32-7647
小川　榮一 古河市下大野1683 0280-92-2411

小川　和彦 古河市常盤町15-29
レーベンハイム古河402 050-7520-6767

押田　哲男 古河市本町4-2-23 0280-32-0652
小野　隆雄 古河市新久田210-2 0280-48-4726
粕谷　美幸 古河市新久田214-3 0280-48-2282
金澤　祐一 古河市諸川2582-1 0280-23-1356
川邊　文子 古河市常盤町6-12 0280-32-8009

熊木　暉二 古河市大手町12-30
熊木利彰事務所内 0280-22-2300

熊木　利彰 古河市大手町12-30 0280-22-2300
倉本　仁司 古河市仁連2063-12 0280-76-5500

栗原　　学 古河市東本町1-4-22
セラヴィ21 ３階Ｃ 0280-23-6383

桑原　正信 古河市上辺見2710 0280-32-9715
小島　哲男 古河市上辺見2648 0280-32-9346
小藤田　茂 古河市東3-18-7 0280-31-1355
高橋　和男 古河市久能1793 0280-91-1177
田 中 　  広 古河市緑町46-22 0280-32-6704
塚田久美子 古河市大和田1355 0280-76-6434
坪 野 　  孝 古河市東1-5-21 0280-31-1540
百目鬼助三郎 古河市東本町4-7-57 0280-31-1450

中村恵美子 古河市本町2-5-25-701
SSKグリーンパーク古河 0280-32-0402

楢原　　功 古河市長谷町33-7 0280-22-6288
楢原　英治 古河市長谷町33-7 0280-22-6288
藤井　正信 古河市東3-15-28 0280-33-0615
堀越　慶子 古河市女沼389-8 0280-92-8376
松田　充治 古河市幸町21-9 0280-32-3274

三田　一枝 古河市上辺見2710
桑原正信事務所内 0280-32-9715

村松　至男 古河市本町2-1-7 0280-32-0319
山中　雅明 古河市茶屋新田222番地8 0280-47-0047
山本　隆行 古河市西牛谷1020-1 0280-32-9511
渡部　雅仁 古河市南町4-34 0280-32-2980

平成25年11月１日現在
税理士名 事務所所在地 電話番号
【坂東地区】
天笠さゆり 坂東市生子3226-1 0280-82-1061

飯田　義明 坂東市岩井3230-1
坂東市商工会館3F 0297-47-5105

石黒　利之 坂東市岩井4709 0297-36-1155

石田　高志 坂東市辺田1144-61
新興オフィスビル2F 0297-36-0050

岩淵　幸男 坂東市岩井4974-1 0297-35-7232
内田　茂行 坂東市辺田1141-29 0297-35-9200

柿沼　利明 坂東市辺田1141-29
内田茂行事務所内 0297-36-2553

金子　重夫 坂東市沓掛5225-3 0297-44-0327
倉持　秀行 坂東市辺田1509-1 0297-35-0583
小島惠美子 坂東市沓掛3909-3 0297-44-2024
逆井　光雄 坂東市小山278-3 0297-38-2183
中澤　太一 坂東市矢作94-7 0297-38-2001
野口　政子 坂東市長須1213 0297-20-8830
柳田　宜身 坂東市長谷2282-3 0297-44-8585
渡邊　剛徳 坂東市岩井4983-23 090-4701-8839
和田　政美 坂東市逆井2588 0280-88-1141
【境・五霞地区】
斉藤　　満 境町旭町507 0280-87-2677
菅谷　　博 境町957-22 0280-87-1542
鈴木　眞吾 境町1512-7 0280-81-3161
鈴木　昌勝 境町293-13 0280-86-6814
関　　泰昭 境町伏木1159 0280-86-5459
武井千鶴子 境町山神町881-1 0280-87-1794
田村　辰男 境町伏木675 0280-86-5048
二 宮  紀 子 境町2177-55 0280-87-7835
野 口  章 成 境町山神町1030 0280-87-1535
萩原まつ子 境町旭町207-15 0280-87-1205
古 谷  久 子 境町2181-34 0280-87-1090
古 谷  博 子 境町61-20 0280-87-1048
山 本  正 美 五霞町元栗橋1360 0280-84-0260
【税理士法人】
報徳事務所 古河市西牛谷1020-1 0280-32-9511

大 和 坂東市岩井3230-1
坂東市商工会館3F 0297-47-5105

優和茨城本部
楢原事務所 古河市長谷町33-7 0280-22-6288

【準会員】
栗 原  勇 晨 台東区北上野1-6-9 03-3844-4151
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総

和

地

区

会

坂

東

地

区

会

境

地

区

会

地
区
会
た
よ
り

地
区
会
た
よ
り

◎
「
青
年
部
視
察
研
修
」
開
催

　

青
年
の
集
い
「
広
島
大
会
」
と

　

山
口
の
旅

　

十
一
月
八
日
（
金
）
か
ら
九
日

（
土
）
で
開
催
し
、
六
名
参
加
。

　

初
日
は
青
年
の
集
い
「
広
島
大

会
」（
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）
に
参

加
。
そ
の
後
、
宮
島
へ
移
動
し
、

紅
葉
が
綺
麗
な
宮
島
を
散
策
し
な

が
ら
厳
島
神
社
を
参
拝
。

　

さ
ら
に
、
山
口
県
の
錦
帯
橋
で

向
か
い
橋
の
創
り
に
感
動
。

　

二
日
目
は
呉
市
で
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
見
学
し
、
当
時
の
技
術

が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心

し
た
。

　

今
回
も
大
変
有
意
義
な
研
修

だ
っ
た
。

◎
研
修
委
員
会
で

　

親
睦
ゴ
ル
フ
会
開
催

　

十
一
月
二
十
七
日
（
水
）
に
第

四
十
九
回
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
新
東

京
Ｇ
Ｃ
で
開
催
。

　

成
績
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

☆
総
合
の
部

　

優　

勝　

相
澤　
　

徹

　
　
　
　
　

㈲
相
澤
商
店

　

準
優
勝　

中
村　

静
雄

　
　
　
　
　

㈲
四
ツ
六
庵

　

第
三
位　

針
谷　

守
男

　
　
　
　
　

㈲
ハ
リ
カ

☆
グ
ロ
ス
の
部

　

優　

勝　

中
村　

静
雄

　

準
優
勝　

相
澤　
　

徹

　

第
三
位　

間
中　

春
夫

　
　
　
　
　

マ
ル
ツ
食
品
㈱

☆
今
後
の
予
定

＊
「
税
務
研
修
会
」

二
十
六
年
一
月
二
十
三
日
（
木
）

☆
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
女
性
部
視
察
研
修

　

「
ヤ
ク
ル
ト
工
場
視
察
」

　

九
月
十
七
日
（
火
）
十
四
名
が

参
加
し
実
施
。

　

「
ヤ
ク
ル
ト
」
は
、
大
人
か
ら

子
供
ま
で
浸
透
し
、
長
く
親
し
ま

れ
て
い
る
飲
料
で
す
。

　

工
場
見
学
の
中
で
、「
ノ
ウ
ハ
ウ
」

の
追
求
や
「
乳
酸
菌
」
の
独
自
性

を
学
び
感
服
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、「
う
な
ぎ
料
理
」
に
一

同
納
得
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
曼
珠
沙
華
鑑
賞
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◎
女
性
部
視
察
研
修

　

「
川
場
湯
温
泉
の
紅
葉
狩
り
」

　

十
一
月
十
四
日
（
木
）、十
二
名

参
加
し
実
施
。

　

古
風
な
建
物
の
「
悠
湯
里
庵
」

で
昼
食
を
楽
し
み
、
日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
、
ま
た
、
伊
香
保
方
面
で

は
紅
葉
の
美
し
さ
を
満
喫
し
ま
し

た
。
更
に
、
忌
憚
な
い
意
見
交
換

等
で
結
束
が
強
ま
り
ま
し
た
。

☆
今
後
の
予
定

＊
二
月
七
日
（
金
）

　

企
業
訪
問
・
新
年
会

（
総
和
・
三
和
合
同
企
画
）

☆
案
内
は
、
一
月
発
送
予
定
。

　
沢
山
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
税
制
改
正
・
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

開
催

　

十
月
二
十
二
日
（
火
）、商
工
会

館
で
間
税
会
と
共
催

☆
税
制
改
正
テ
ー
マ

　
「
二
十
六
年
の
税
制
は
こ
う
な
る
！
」

講
師
は
税
務
署
阿
部
上
席
。

☆
健
康
テ
ー
マ

「
医
療
格
差
問
題
と
治
療
法
の
多

様
化
」

講
師
は
Ｔ

-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
社
認
定
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
吉
井
真
氏
。

　

研
修
会
終
了
後
、「
会
館
ま
め
や
」

で
交
流
会
開
催
し
、
親
睦
を
深
め

た
。

◎
青
年
部
が
青
年
の
集
い

「
広
島
大
会
」
に
参
加

　

十
一
月
八
日
（
金
）「
広
島
県
立

総
合
体
育
館
」
へ
九
名
が
参
加
。

　

大
会
で
は
、「
租
税
教
育
活
動
」

「
部
会
員
増
強
運
動
」の
表
彰
実
施
。

　

翌
日
は
、
宮
島
を
視
察
。
世
界

遺
産
の
厳
島
神
社
を
参
拝
し
、
名

物
の「
牡
蠣
」と「
あ
な
ご
め
し
」に

舌
鼓
を
打
っ
た
。

◎「
ふ
れ
あ
い
広
場
」へ
女
性
部
参
加

☆
社
会
貢
献
活
動

　

九
月
二
十
一
日
（
土
）
ネ
ー
ブ

ル
パ
ー
ク
で
開
催
の
福
祉
祭
り
の

「
ふ
れ
あ
い
広
場
二
〇
一
三
」
に

七
名
が
参
加
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
数
来
場
。

　

昨
年
同
様
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

参
加
者
に
商
品
提
供
。

　

こ
う
し
た
機
会
に
、
福
祉
の
目

を
育
て
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
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三

和

地

区

会

五

霞

地

区

会

古

河

地

区

会

◎
経
営
研
修
会
開
催

☆
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
」

　

九
月
十
九
日
（
木
）
商
工
会
三

和
事
務
所
で
、
二
十
二
名
参
加
。

県
政
策
審
議
室
主
任
政
策
員
の
石

川
善
久
氏
を
講
師
に
迎
え
開
催
。

　

変
化
の
激
し
い
世
界
経
済
の
中

で
、
日
本
・
県
内
経
済
へ
の
影
響

と
現
在
予
想
さ
れ
る
事
項
を
分
か

り
易
く
解
説
頂
き
ま
し
た
。

◎
「
五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

　

模
擬
店
出
店

　

十
一
月
十
日
（
日
）
、
青
年
部

が
中
心
に
な
り
参
加
。

　

模
擬
店
は「
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
」配

布
で
出
店
し
、大
変
な
人
気
で
完
売
。

　

併
せ
て
、
新
規
会
員
の
加
入
勧

奨
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
に
よ

り
、
実
施
。

◎
総
和
と
合
同
の

「
税
務
研
修
会
」
開
催

　

十
一
月
二
十
一
日
（
木
）
商
工

会
議
所
会
議
室
で
二
十
三
名
参
加

し
実
施
。

　

税
務
署
阿
部
上
席
を
講
師
に
招

き
、「
こ
う
変
わ
る
！
平
成
二
十
五

年
度
税
制
改
正
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
。
特
に
、「
消
費
税
転
嫁
特
別
措

置
法
」
に
重
点
を
置
き
解
説
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
分
か
り
易
い

説
明
で
理
解
が
深
ま
っ
た
と
好
評

だ
っ
た
。

◎
青
年
部
が
青
年
の
集
い

「
広
島
大
会
」
参
加
と

下
関
方
面
の
研
修

　

十
一
月
八
日
（
金
）「
広
島
県
立

総
合
体
育
館
」
へ
九
名
が
参
加
。

大
会
終
了
後
、
呉
市
の
「
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
等
視
察
し
、
九

◎
「
税
務
研
修
会
」
開
催

　

十
月
二
十
八
日
（
月
）
商
工
会

会
議
室
で
十
二
名
参
加
し
実
施
。

　

山
本
隆
行
税
理
士
を
講
師
に
招

き
、「
税
務
調
査
と
適
正
な
会
計
処

理
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

◎
女
性
部
視
察
研
修

　

十
一
月
十
三
日
（
水
）
開
催
。

　

秋
晴
れ
の
中
の
研
修
は
、
上

野
公
園
内
の
国
立
博
物
館
「
平

成
館
」
で
の
、「
京
都
・
洛
中
洛
外

図
」
と
「
障
壁
画
」
の
美
を
鑑
賞

し
、
豪
華
絢
爛
な
障
壁
画
に
魅
了

さ
れ
、
ま
た
、
室
町
と
江
戸
時
代

の
優
雅
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

日
は
、
宮
島
の
厳
島
神
社
参
拝
。

潮
の
干
満
で
の
景
観
変
化
の
不
思

議
を
観
察
。
そ
の
後
、
平
和
記
念

公
園
・
資
料
館
を
視
察
後
、
下
関

に
移
動
し
、
門
司
港
の
夜
景
を
堪

能
し
、「
フ
グ
」
料
理
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

最
終
日
は
、「
門
司
海
峡
ド
ラ
マ

シ
ッ
プ
」
を
視
察
し
、
思
い
出
に

残
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

◎
女
性
部
会
視
察
研
修

　

九
月
十
二
日
（
木
）
か
ら
十
三

日
（
金
）
に
世
界
遺
産
の
平
泉
の

「
中
尊
寺
」・「
毛
毬
寺
」
散
策
し
、

鳴
子
温
泉
「
幸
雲
閣
」
に
宿
泊
。

　

翌
日
は
、
松
島
「
瑞
巌
寺
」
散

策
と
世
界
遺
産
主
体
の
研
修
会
と

な
り
ま
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
歌
や
踊
り
を
楽

し
み
、
ま
た
、「
マ
ジ
シ
ャ
ン
」
も

招
き
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

☆
今
後
の
予
定

＊
一
月
二
十
一
日
（
火
）
観
劇
会

　

昼
食
は
、
西
郷
隆
盛
像
横
の

「
旦
妃
楼
飯
店
」
で
創
作
中
華
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
杮
落
し
と
な
っ
た
、

歌
舞
伎
座
で
通
し
狂
言
「
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

三
時
間
三
十
分
の
舞
台
は
、

「
播
磨
屋
」・「
音
羽
屋
」
の
屋
号
が

飛
交
い
、
歌
舞
伎
の
奥
の
深
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

＊
二
月
七
日
（
金
）

　

企
業
訪
問
・
新
年
会

　

（
三
和
・
総
和
合
同
企
画
）

　

参
加
者
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
利
用
し
て
の
説
明
で
、
大

変
分
か
り
易
く
理
解
が
深
ま
っ
た

と
好
評
だ
っ
た
。
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法人会新会員紹介法人会新会員紹介（（敬称略敬称略））

「「法人会員」募集中法人会員」募集中
新規会員を募集中です。

既会員のご関係先で未加入の法人がございましたら、是非ご加入をお勧め下さい。

講演会の聴講、税務関連の講習会、会員間の異業種交流などお役に立てるものと

存じます。

お申込みの手続きは、各地区会事務局までお願いいたします。

五霞

住所：猿島郡五霞町川妻1122
Tel：84-1331　　FAX:84-1141

三和

“食”を通じてお客様に
幸せを贈ります、法
事・慶事ご予約承りま
す。
（140名収容可）

営業時間：平日・日・祝日11：30～14：00、17：00～22：00
　　　　　土日・祝・前日11：30～14：00、17：00～24：00
住所：古河市東諸川273-3　　　電話：75-1101

㈱丘里　　　　　
和食　静の里　三和店

国内トップシェアの豆
乳の製造を行っていま
す。独自の抽出技術を
開発し健康でおいしい
豆乳飲料の製造を行っ
ています。

キッコーマンソイフーズ㈱
茨城工場　
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